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★黄道光だより　　　　　　　　　（課長山本一清）
愛三門山町の山田氏と，翻岡Yk片瀬の醍醐正氏とより・下の如く槻測恥
があった．
　　山田氏：19し0年3月1日夕……………・一・…’一・’一一’”…’”………’●’……’’”…”計1枚
　醍醐氏＝1り39fl三10m5日朝，　P日朝，23目朝，1・引2月1日夕，2日夕・3日夕・
　　　　　9日目，10日置，U日夕，13日弼，15日朔，1940年1月27日夕・29日夕，
　　　　　同2月1日夕，4H夕・7日夕・8日夕・9日夕・270夕…’一一………’’’”・言t19段
　　倫ほ，12月111には苦しき黄道帯，」父，2月7Elには勤H照
　この頃のやうに5っの大遊星が皆西天に集ってみるときには，夕刻の黄道内・
の親測は實に困難である．それをも押し切って，醍醐氏が＃Pl天の臆測を敢行し
てゐられるは感心である．金星は六月までは谷々宥の室にはΨをきかせるから
月と共に，大に黄道光観測を妨げるに遽ひない．このやうな時機に，誰か・協
星による黄道光”と言ったやうなものを，獲如しなV・ものか～！
